
 

地震一口メモ No.241 

夏休みミニ気象台 2025 
 

大阪管区気象台では、８月 21 日（木）と８月 22 日（金）の二日間、大阪市立科学館で「夏休みミニ

気象台2025」を開催します。天気や地震についての実験のほか、雨や風を観測する機器の展示や夏

休みにぴったりな工作など、親子で楽しく学べる内容となっています。科学館、プラネタリウムにお越

しの際は、ぜひお立ち寄りください。 

 

 

地震・津波・火山に関する実験・展示 

●液状化現象 

砂の入ったタッパーを揺らしてみよう！ 

 

それまで地面の上にあった模型はどうなるでしょうか。 

実際に地震が起こったとき、地面にどんな変化が出てくるか、

どのようなことが起こるのか、実験を通して知っていただければ

と思います。 

 

 

●津波の実験 

普段の波（風浪）と津波の違いについて学ぼう！ 

 

普段の波と津波では何が違うのか、津波はなぜ危険

なのかを、実験から学んでいただければと思います。 

また、実際に使われている津波フラッグ（※１）も展示し

ています。 

 

 

    

●火山の展示 

火山灰をさわってみて、学校の校庭や公園の砂と違い

があるのかを確かめてみよう！ 

 

近畿地方にはない活火山について、この機会に「みて・

さわって」学んでみてはいかがでしょうか。 

 

 

ミニ気象台当日には、気象庁マスコットキャラクターの「はれるん」が登場します。 

 

 

 

 

大阪管区気象台ホームページ 「夏休みミニ気象台 2025」 

https://www.data.jma.go.jp/osaka/topics/R07/minikishoudai2025.pdf 

 

写真はイメージです。 

はれるんと 

一緒に写真を撮ろう！ 

（※１）大津波警報、津波警報、津波注意報が発表されたことを

お知らせする旗で、海水浴場等で活用されています。 

https://www.data.jma.go.jp/osaka/topics/R07/minikishoudai2025.pdf


 


